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概要
現状のファイル転送ソフトでは
· 主要なコミュニケーションツールであるMSNメッセンジャーは一対一のファイル交換しか出来ず、専用サーバを介すのでファイルの送受信が遅い。
· 手軽に扱えるような小規模なP2Pファイル共有ソフトがない。
· マルチプラットフォームで扱えるソフトが少ない。
といったような不満点がある。
そのためこれらの不満点を解決するような、以下の仕様を満たすソフトウェアの開発をすることにした。
· 煩わしい設定を排除し、起動すると同時にファイル共有できる。
· 限られたグループの中でファイルを公開出来る。
· サーバを介さないクライアント同士での高速なファイル転送を行える。
· マルチプラットフォーム（Windows, Linux, Mac OSなど）で動作する。
· 途中で送受信が中断されたファイルの送受信再開機能を持っている。
現在までの経過

現在までの経過は以下のとおりとなっている。
1. 各班員がそれぞれ独自のP4Uを作り始める。
1.1.
ファイルとクライアントの情報はサーバーが管理するが、ファイル転送はクライアント同士で直接行うハイブリッド型P2Pを暫定的に採用 (図1参照)
1.2.
開発効率向上の為にC言語では煩雑な処理が簡単に記述でき、かつマルチプラットフォームで動作するRubyを採用
2. その中で一つの完成度の高いP4Uが誕生する。
3. 他の班員が完成度の高いP4Uの製作に集中する。
4. 現在はGUI版とCUI版が存在し、CUI版は次の仕様を満たしている。GUI版の問題点は後述。
· クライアント側実行ソフトウェアの役割
· 特定のフォルダに存在するファイルを自動でインデックスサーバーに登録する。
· インデックスサーバーに登録されているファイルの検索機能。
· インデックスサーバーに登録されているファイルをダウンロードできる。
· ダウンロード再開機能。
· プログラムの安全な終了。
サーバ側実行ソフトウェアの役割
· クライアントからの要求にそってファイルの登録, 削除を行う。
· クライアントからの要求にそってファイル所有者を紹介する。
また、GUI版のクライアントは次の仕様を満たしている。
· ファイルの検索結果を表示。
· アップロードするファイルの管理機能。
· 設定ダイアログの表示。 
問題点

· 各プラットフォーム間の差異を吸収しきれていない。(ex: 文字コードの違いによる文字化け)
· wxRuby(Ruby のマルチプラットフォーム対応GUI実装ライブラリ)を使用するとスレッド（複数の処理を並列して実行するための仕組み）が正常に動作しないため、それを使う必要のある処理を実装する事が出来ない。
· これによりJavaへの移行を決定。
· ハイブリッド型ではサーバが必須であるため、管理者への負担を強制する形となり不便。
今後の予定

· GUIのJava版P4Uの制作。
· より高速な転送を可能にする為に分割ダウンロード(複数のファイル所持者から並行してファイルをダウンロードする方式)を実装する。
· 現在のハイブリッド型からピュア型へ移行する。
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